
 

 

 

 

 

 

 
校長 池之上 敬一 

 
令和８年がスタートしました。今年は午年。力強く駆

ける馬のように，子供たちが自分の目標に向かってまっ
すぐ進んでいける一年にしたいと思います。この一年，
午年にちなんで以下のことを大切にしたいと考えます。 
・ 広い野原を駆ける馬のように，子供たちが自分の得
意なことや挑戦してみたいことを見つけ，主体的に学
び，行動できる力を育んでいきます。 

・ 馬は群れを成し，仲間を大切にする動物です。自分
一人で走るだけでなく，友達を思いやり，共に高め合
える集団を育てていきます。 
また，馬を乗りこなすには，乗り手と馬の呼吸が一致 
することが不可欠です。教育もそれと同じではないでし
ょうか。学校と保護者の皆様が，手綱を合わせ，同じ方
向を見据えて連携していくことが，子どもたちの健やか
な成長にとって何よりの力となります。学校だけの力で
は，なかなかうまく進まないこともあります。 

子供の頑張り ＝ 学校の力 ＝ 家庭での取組 
この三つが，一本の手綱でつながっているかのように

しっかり連携していく一年にしたいと考えています。 
令和８年は，これまで以上に学校の様子を積極的にお

伝えし，皆様の声に耳を傾けながら，心の通う連携を意
識して取り組んでいきたいと考えております。「最近，
学校ではこんな様子です。家ではどうですか？」といっ
た小さな会話を大切にしながら，お子様の成長を一緒に
喜んだり，時には一緒に悩んだりできる関係でありたい
です。 
令和８年も連携・協働しながら，子供たちの更なる成

長を願い，力を尽くしてまいりますので，どうぞよろし
くお願いいたします。 
始業式では，「そうじ」を頑張ることを志布志小の３

学期のめあてにすることを話しました。２学期は，自主
的に朝のボランティア活動に取り組む姿が低学年から高
学年まで見られました。しかし，「そうじ時間」の取組
に課題もありましたので，自分たちの学校課題を一歩前
に進めるためにも６年生を中心に「そうじ時間」の充実
を図ってほしいです。ぜひ，家庭でも声かけをお願いし
ます。（連携・協働して働きかけていきましょう！） 
 
志布志小神社建立  １月８日 

例年，この時期に志布志小学
校図書室前に登場する「志布志
小神社」が，今年も建立されま
した。これは，令和８年も本校
児童が安全で楽しく学校生活を
送れるようにと司書補の先生が
中心となって設置してくれたも
のです。神社には，子供たが一
冊でも多くの素晴らしい本と出
会い，健やかに知性を育んでほ
しいと願って「神本」も掲げら
れております。支援員の先生方

がおみくじも作ってくださいました。     
令和８年の学校生活が，志布志神社に見守られ，穏やか
にスタートできた子供たちでした。 

鹿児島学力・学習状況調査 １／１３～１４ 
 県内すべての５年生を対象にした調査が行われまし
た。昨年度からタブレット入力方式へと変更され，ロー
マ字での入力に加えて，画面上の問題や資料を読み取り
ながら条件に合わせて考える問題も多く，子どもたちは
苦戦しながらも粘り強く向き合う姿がとても印象的で
した。 
 
薬物乱用防止教室（６年生） １／２２ 
 学校薬剤師の東山先生をお招
きして，薬物乱用防止教室を実
施しました。市販薬を使ったオ
ーバードーズや，エナジードリ
ンクに含まれるカフェインによ
る中毒，さらに飲酒や喫煙によ
る健康被害についても分かりや
すく説明していただきました。
興味本位であったり，周囲に誘われたりして安易に手を
出すのではなく，自分で判断し，正しい行動を選び取る
力を身に付けてほしいと感じました。 
 
志布志城はみんながほしがった城 1／22 

東川隆太郎先生を講師
にお迎えし，志布志麓に
ついて学習しました。太
平洋につながる港を中心
に物流が盛んで，多くの
人々に求められてきた歴
史があることなど，地域
の魅力についてお話しい

ただきました。子供たちは，自分たちの住む志布志の歴
史に興味をもって耳を傾け，身近な史跡の価値を再発見
する貴重な時間となりました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度学校便り １月号     Ｒ８．１．26 

        創立１５４年（明治５年開校） 

  志 布 志 小 学 
     明るく たくましく うるわしく 

天高く，希望に満ちた一年に 
                        ～ 学校と家庭の連携 ～ 

行事予定 



 ２学期 学校評価の結果 


